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研究成果の概要（和文）：妊婦の冷え症はセルフケアで改善するため、看護職による支援が重要である。そこで
本研究は、最初に冷え症ケアの現状を明らかにし、その上で、看護職への冷え症ケア実施のための支援モデルを
開発した。
研究目的は、看護職への冷え症ケア実施のための支援モデル「冷Yale（エール）」を開発し評価することであ
る。研究デザインはランダム化比較試験であり、研究対象者は看護職である。結果として、介入群68名、対照群
62名を分析の対象とした。実施終了1週間後では、「冷え症の知識」と「冷え症ケアの重要性の認識」の両方に
おいて、対照群と比較して介入群の知識得点が有意に高かった。本研究の、プライマリーアウトカムは支持され
た。

研究成果の概要（英文）：Support from nursing professionals is important to improve pregnant women’s
 hiesho through self-care. As such, this study first clarified the current state of hiesho care, and
 then developed a support model for hiesho care implementation by nursing professionals.
The study’s aim was to develop and evaluate the support model “Hie Yale” for hiesho care 
implementation by nursing professionals. The study design is a randomized controlled trial involving
 nursing professionals. Consequently, the analysis covered 68 participants in the intervention group
 and 62 participants in the control group. One week after implementation, the knowledge scores of 
the intervention group were significantly higher than that of the control group in terms of both “
knowledge about hiesho” and “awareness of the importance of hiesho care.” The primary outcome of 
this study was supported.

研究分野：母性看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究結果の意義として、本プログラムを実施することで、冷え症ケアに関わる看護職が「冷え症ケアに関す
る知識を定着させ、冷え症ケアの重要性の認識を高める」ことができるということである。
本プログラムの強みは、Web-Based Learningの方法を取り入れていることであり、多忙な看護職であっても時間
や場所などに関わらず、柔軟に学習を進めることができることである。また、本研究結果は、冷え症ケアの実施
をプライマリーアウトカムとしたWeb-Based Learningでのプログラム開発を進めていくための礎となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
わが国の冷え症妊婦の割合は約 7 割と多く、異常分娩のリスクファクターである。先行研究
では、冷え症の妊婦はそうでない妊婦と比較し、早産のリスクは 3.4倍であった。このような異
常分娩回避のためには、妊婦の冷え症の改善は喫緊の課題である。先行研究によると、妊婦の冷
え症はセルフケアにて改善し、そのためには看護職による支援が重要であると報告されている。
しかし、多くの産科施設では、看護職が冷え症改善にむけたケアを実施しているのか、その特徴
は何か、冷え症ケアの阻害要因は何か等の現状が明らかになっていない。そこで、本研究は、最
初に、冷え症ケアの現状を明らかにして、そのうえで、妊婦のアドヒアランスを促進するために、
看護職への冷え症ケア実施のための支援モデル「冷 Yale（エール）」を開発する。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、冷え症ケアの現状を明らかにし、妊婦のアドヒアランスを促進するために、
看護職への冷え症ケア実施のための支援モデル「冷 Yale（エール）」を開発することである。 
本研究は、【A】【B】【C】の 3つの phaseから成り立っている。 
 
 
 
 
 
 

 
 
【A】 
妊婦健康診査（以下妊婦健診）に 3年以上携わっている看護職を対象に、冷え症ケアの実態を
明らかにし冷え症ケア実施に影響を与える要因について分析すること。 
【B】 
看護職の冷え症妊婦に対する関わり方の基本姿勢の構成要因を探索すること。 
【C】 
看護職の冷え症教育プログラム「Preventhing Hie: Intervention program for Educating 

Nurses(以下 PHIE：日本語名は「冷 Yale（エール）」)を開発し、冷え症の知識と冷え症ケアの
重要性の認識への有効性を評価すること。 

 
３．研究の方法 
【A】 
研究デザインは量的記述的研究である。調査は、2017年 10月 11月の約 2か月間である。研
究フィールドは、全国の分娩を取り扱う施設（病院、診療所、助産所）であり、研究対象は、妊
婦健康診査（以下妊婦健診）に 3年以上携わっている看護職である。使用した測定用具は、無記
名自記式質問紙である。 
【B】 
研究デザインは量的記述的研究である。研究対象は、全国の分娩を取り扱う施設で妊婦健診に

3年以上携わっている看護職である。調査方法は、無記名自記式質問紙調査である。 
【C】 
 本研究のプライマリーアウトカムは、「PHIE を実施する群は、実施しない群と比べて、Web 学
習終了 1週間後の冷え症に関する知識が有意に（p＜0.05）向上する。」である。研究デザインは
RCTであり、研究対象者は、妊婦健診を実施している看護職である。介入群は、Web-Based Learning
による看護職の冷え症教育プログラム「PHIE」を 2 週間かけて学習する群であり、対照群には、
パンフレット学習群である。分析は Full analysis set （FAS）の ITT 解析である。 
 
４．研究成果 
【A】 
＜結果＞総リクルート数は 2694 名であり、最終的な分析の対象は 733 名であった。対象者全体
での、冷え症ケアの実施割合は 44.1％であり、施設別では、助産所（96.9%）に比べて病院（38.6%）
と診療所（33.7%）での冷え症ケア実施割合は有意に低かった（p＜0.001）。冷え症ケア実施に影
響を与える要因では、冷え症の学習経験（オッズ比 “以下 OR”：3.4）、冷え症ケアの重要性の認
識（OR:3.0）、助産師外来の有無（OR:1.7）、妊婦健診所要時間（OR:1.2）、分娩への影響の認識
（OR:1.1）の 5項目が採択された（p＜0.001）。 
＜考察・結論＞周産期において、妊婦健診時の冷え症ケア実施の割合は 44.1％と低く、特に助
産所に比べて、病院・診療所での実施割合が低かった。また、冷え症ケア実施に与える大きな影
響要因は、「冷え症の学習経験」であることから、今後は、妊婦健診に関わる看護職、特に病院
と診療所に従事する看護職にむけて冷え症に対する学習の機会を提供していく必要がある。 
 

A
冷え症ケアの実態・実施に
影響を与える要因の分析

B
冷え症妊婦への関わり方の
基本姿勢の構成要因の探索

C
看護職の冷え症教育プログ
ラムを開発し、知識と重要
性の認識への有効性を評価



 

 
 
【B】 
＜結果＞分析対象数は 733 名である。妊婦健診時での看護職の冷え症妊婦に対する関わり方の
基本姿勢の構成要因として 27 項目 4因子が抽出された。抽出された因子は、【触れて冷えを確認
する】【共感的態度で傾聴する】【ペースや意向を尊重する】【共に冷え症改善行動を考える】で
あった。冷え症ケア実施あり群と実施なし群の比較では、4因子すべてにおいて冷え症ケア実施
あり群の方が実施なし群に比べ因子合計得点が有意に高かった（p≦0.01）。 
＜考察・結論＞看護職の冷え症妊婦に対する関わり方の基本姿勢の構成要因は、「触れて冷えを
確認する」「共感的態度で傾聴する」「ペースや意向を尊重する」「共に冷え症改善行動を考える」
であった。本研究結果は、論理的かつ適切な冷え症ケアの構築の一助となるものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【C】 
＜結果＞介入群 68名、対照群 62名、合計 130 名を分析の対象とした。実施終了 1週間後では、
冷え症の知識は、対照群と比較して介入群の知識得点が有意に高かった（p＜0.01,95％CI 1.24‐
2.94, effect size 0.85）。妊娠期の冷え症ケアに関する重要性の認識は、対照群と比較して介
入群の得点が有意に高かった（p＜0.01,95％CI 1.06‐5.15, effect size 0.54 Medium）。本研
究の、プライマリーアウトカムは支持された。 
＜考察・結論＞Web-based の教育プログラムを２週間学習することで、看護職の冷え症に関する
知識と重要性の認識が向上し妊婦への冷え症ケアの提供につながる。今後の研究として、本研究
結果を活用とした、看護職にむけての教育プログラムの開発をすることで、妊婦への直接的な冷
え症ケアの提供につなげていく。 
 

因子 因子名

第一因子 触れて冷えを確認する

第二因子 共感的態度で傾聴する

第三因子 ペースや意向を尊重する

第Ⅳ因子 共に冷え症改善行動を考える

冷え症ケア実施の有無による冷え症妊婦への関わり方の基本姿勢



 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Comparison of the knowledge of hiesho for the intervention ad control groups 

Independent samples t-test 

*Four weeks after completion of the program 

Comparison of the perception regarding the importance of hiesho care during pregnancy for the 

intervention and control groups 

Independent samples t-test ＊= four weeks after the completion of the program 
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